
自動操舵システム、多数回中耕除草で楽ちん農業を！

～古くて新しい技術でイノベーション～

岡山県立瀬戸南高等学校

Pioneer R.G



多数回中耕除草とは

・土を撹拌することで雑草の発生を防ぐ

・呼吸や発根を促進する効果

・土中の微生物を活性化させる

無肥料でも収量を安定させることができる
除草剤を使用しなくてもイネが栽培できる

田植え後４５日の間に６回ほど田をかき回すだけ！



動機



農業の諸問題①

環境汚染
赤潮(red tide)

マイクロプラスチック
(micro plastic)

富栄養化
(eutrophication)



農業の諸問題②

肥料価格の高騰
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農業の諸問題②

肥料価格の高騰
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配合肥料（compound fertilizer）



農業の諸問題③

農業従事者の
減少・高齢化
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みどりの食料システム戦略

・化学肥料の使用量を３０％減
・有機農業の取り組み面積の割合を

25％（１００万ha）に拡大



このような問題を解決し、
有機農業を広めたい！

多数回中耕除草を
研究することに



2022年度の
取り組み



実験①



栽培品種と使用水田

面積：５０a
堆肥のみ施肥・無農薬

３号田きぬむすめ
苗：成苗



使用機械

みのる産業製
成苗用田植え機

みのる産業製
中耕除草機

中国製
自動操舵システム



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草

生育調査



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草

生育調査



田植えの様子

動画？



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草

生育調査



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草

生育調査
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回数ごとに３区ずつ用意



中耕除草実施日

6/29 7/1 7/6 7/8 7/13 7/15 7/20 7/22

１回区 〇

２回区 〇 〇

３回区 〇 〇 〇

４回区 〇 〇 〇 〇

８回区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

田植え６月22日 条間33ｃｍ 株間１９ｃｍ



中耕除草の様子



中耕除草の様子



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草

生育調査

田植え６月22日



生育調査

１ ２ ３ ４ ５ ６

7/27 8/3 8/16 8/24 8/31 9/7

調査方法：各区３株ずつを調査
調査項目：草丈、茎数、葉色値（SPAD)

調査日

中耕除草作業終了後から調査開始



①7月27日 ②8月5日 ③8月30日

生育調査の様子



結果



生育調査結果
～草丈～
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生育調査結果
～葉色値～
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収量調査結果
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等級検査結果

きぬむすめ
（多数回中耕除草）

１等

２等：にこまる
（慣行栽培）

３等：朝日
（慣行栽培）



・中耕除草回数の違いによる生育の仕方の差はあまり見られなかった。

・収量は4回区が最も多く、慣行栽培とほぼ同じであった

・等級検査の結果、多数回中耕除草を行った米が1等であった
(なお、この年は例年に比べ1等米が少なかった)

結果まとめ



考察①



考察

・今回の生育調査の開始が中耕除草終了後だったため、生育の
差があまりないという結果になったのではないか

・収量調査の結果から、4回中耕除草をするのが最もいいので
はないか

・多数回中耕除草が米の等級をあげたのではないか



2023年度に
向けて



自動操舵システムのトラブルを防ぐ。

調査区を絞り込み区分けを大きくする

無肥料栽培で中耕の効果を検証

生育調査・収量調査の精度の向上

水田環境のモニタリング

2023年度に向けて



２０２３年度
の取り組み



実験②



栽培品種と使用水田

３号田きぬむすめ
苗：成苗 面積：５０a

無肥料・無農薬



使用機械

みのる産業製
成苗用田植え機

みのる産業製
中耕除草機

日立造船製
自動操舵システム



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草
（自動操舵は断念）

生育調査

条間33cm 株間２１ｃｍ



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草
（自動操舵は断念）

生育調査



自動操舵システムの調整

今年度は自動操舵システムを日立造船製のものに変更。
ずれを最小限にするために試行錯誤を繰り返し、調整を行った。



田植え

自動操舵で行った精度は田植えに用いるには十分であるが
その後の除草作業に関しては改善の余地がある。



実験のながれ

田植え
(自動操舵システムを使用)

自動操舵システムの
付け替え

中耕除草
（自動操舵は断念）

生育調査
日付～



中耕除草区画分け
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中耕除草実施日

7/3 7/6 7/7 7/10 7/12 7/14 7/19 7/21 7/26 7/28 8/2 8/4

１回区 〇

２回区 〇 〇

３回区 〇 〇 〇

４回区 〇 〇 〇 〇

５回区 〇 〇 〇 〇 〇

６回区 〇 〇 〇 〇 〇 〇

７回区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

８回区 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

田植え６月23日



中耕除草の様子

7/10 中耕除草

7/03 中耕除草１回目

8/2 中耕除草

8/4 中耕除草最終

7/14 中耕除草



生育調査

調査方法：各区北側と南側で３株ずつを調査
調査項目：草丈、茎数、葉色値(SPAD)

調査日程

１ 2 3 4 5 6 7 8 9

北側 6/28 7/6 7/12 7/19 7/25 8/2 8/16 8/23 8/30

南側 7/3 7/7 7/14 7/21 7/28 8/4 8/25 9/1



生育調査の様子

8/４7/３

9/1



結果



生育調査結果
～草丈～
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生育調査結果
～茎数～
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生育調査結
～葉色値（SPAD)～
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考察②



考察

・生育調査の結果から、
４回もしくは５回 中耕除草するのが良い



新たな取り組み



仮説

断根除草作業 中干し作業

・出穂前のイネの細根を切断し、新しい活力のある
根を出させることが関係あるのではないかと推測



通常除草作業
田の表面を攪拌する構造。成長し、深く地中
に根を伸ばした雑草には効果が少ない。

新たな取り組み

鳥取での断根を目的とした除草作業
断根作業…除草機に稲の根を断ち切る爪を使用し除草を行う

断根除草作業

深さ１５cm程度まで深耕できる爪を作製

普通の除草作業とどう違うのか？



説明

特別仕様の

断根中耕爪

大きな雑草の中耕除草

イネの断根



説明

自動操舵システムの説明・実演・体験



断根中耕
生育調査結果

～草丈～
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断根中耕
生育調査結果

～茎数～
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断根中耕
生育調査結果

～葉色値～
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断根中耕イネとの比較 （8月27日）

左より

成苗 断根あり
成苗 断根なし
稚苗 慣行



今後の検討



今後の検討

・中耕除草をするタイミングが収量に与える影響の研究

・年度経過による収量の変化の調査

・自動操舵システムの研究

・環境調査の実施

・研究機関との連携を強化



Pioneer R.G

ご清聴ありがとうございました
Thank you for your attention
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